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とくしま
随筆大賞
とくしま
随筆大賞

「
し
こ
名
は
末
廣
」

富
登
千
惠
子
さ
ん（
88
）＝

徳
島
市
津
田
浜
ノ
町

富士正晴
エッセイ賞
富士正晴
エッセイ賞

「
世
界
と
地
域
を
結
ぶ
グ
ロ
ー
カ
ル
な
視
点
」

林

俊
成
さ
ん（
17
）＝

鳴
門
市
撫
養
町

徳
島
ペ
ン
ク
ラ
ブ
主
催
の
と
く
し
ま
随
筆
大
賞
と
富
士

正
晴
エ
ッ
セ
イ
賞
は
、
応
募
の
あ
っ
た
86
編
を
7
月
下
旬

に
一
次
選
考
委
員
六
名
（
田
上
倉
平
、
鈴
木
綾
子
、
西
池

冬
扇
、
上
窪
則
子
、
竹
内
紘
子
、
山
口
久
雄
）
に
よ
る
審

査
の
結
果
、
15
編
を
本
審
査
に
推
薦
。
8
月
中
旬
の
本
審

査
に
お
い
て
依
岡
隆
児（
徳
島
大
学
教
授
）柏
木
康
治（
徳

島
新
聞
生
活
文
化
部
部
次
長
）
丁
山
俊
彦
（
徳
島
ペ
ン
ク

ラ
ブ
会
長
）
竹
内
菊
世
（
阿
波
の
歴
史
を
小
説
に
す
る
会

会
長
）
選
考
委
員
の
慎
重
な
審
議
の
結
果
各
賞
が
決
ま
り

ま
し
た
。
大
賞
・
エ
ッ
セ
イ
賞
は
全
文
徳
島
新
聞
に
掲
載

さ
れ
ま
す
。
ま
た
こ
れ
ら
の
2
作
品
は
9
月
8
日
の
表
彰

式
で
朗
読
、「
徳
島
ペ
ン
ク
ラ
ブ
選
集
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
37
」
に

掲
載
し
ま
す
。

優
秀
賞
ほ
か
の
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
優
秀
賞

「
陝
西
の
空
の
真
下
で
」
池
田
や
す
し
さ
ん（
39
）徳
島

市「
暦
│
こ
の
一
冊
の
書
」
田
子
閑
野
子
さ
ん（
71
）藍

住
町

「
心
の
遺
品
」
大
本
泉
さ
ん（
18
）阿
波
市

「
教
え
て
く
れ
た
一
枚
の
写
真
」
熊
谷
和
代
さ
ん（
79
）

徳
島
市

●
奨
励
賞

「
卵
」
逢
坂
咲
穂
さ
ん（
17
）美
馬
市

●
入

選

「
刺
青
に
つ
い
て
」
古
賀
來
聖
さ
ん（
15
）鳴
門
市

「
願
い
」
里
村
遊
さ
ん（
67
）吉
野
川
市

「
親
譲
り
」
松
屋
篤
史
さ
ん（
46
）徳
島
市
出
身

「
さ
わ
や
か
に
県
民
の
歌
を
唄
お
う
」
木
村
英
昭
さ
ん

（
82
）徳
島
市

「
月
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
寺
田
寅
彦
」
関
口
俊
介
さ

ん（
19
）徳
島
市

「
畑
に
立
つ
暮
ら
し
」
入
倉
眞
佐
子
さ
ん（
61
）阿
波
市

「
十
薬
を
刈
る
漱
石
」
大
石
征
也
さ
ん（
46
）石
井
町

「
霜
降
り
肉
」
高
松
雪
美
さ
ん（
60
）徳
島
市

第
20
回

と
く
し
ま
随
筆
大
賞
／
富
士
正
晴
エ
ッ
セ
イ
賞

第
20
回

と
く
し
ま
随
筆
大
賞
／
富
士
正
晴
エ
ッ
セ
イ
賞

第
20
回

と
く
し
ま
随
筆
大
賞
／
富
士
正
晴
エ
ッ
セ
イ
賞
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第
21
回
徳
島
県
民
文
化
祭
分
野
別
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
は
、
徳
島
県
内
の
歴
史
的
建
造
物
を
取

り
上
げ
ま
す
。

○
パ
ネ
ル
展
（
13
日
10
時
〜
14
日
16
時
）

徳
島
県
内
に
点
在
す
る
歴
史
的
建
造
物
の

中
か
ら
、
現
地
に
赴
く
こ
と
が
で
き
、
取
材

や
写
真
撮
影
が
許
さ
れ
た
50
カ
所
を
写
真
と

文
章
に
よ
っ
て
紹
介
し
ま
す
。

会
員
の
撮
影
し
た
写
真
は
、
プ
ロ
の
カ
メ

ラ
マ
ン
と
は
ひ
と
味
も
ふ
た
味
も
違
っ
た
味

わ
い
深
い
パ
ネ
ル
に
仕
上
が
っ
て
い
ま
す
。

会
場
へ
足
を
お
運
び
頂
き
ま
し
て
直
に
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。

○
記
念
講
演
（
14
日
午
後
1
時
30
分
〜
）

テ
ー
マ

「
徳
島
の
建
造
物
の
魅
力
」

講

師

森
兼

三
郎

（
徳
島
市
文
化
財
審
議
会
委
員
）

○
特
別
展
示
コ
ー
ナ
ー

切
り
絵
作
家

上
田
優
の
作
品
展

次
年
度
の
事
業
・
特
集
の
テ
ー
マ
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
特
に
パ
ネ
ル
展
示
は
、
写
真
撮
影
の
期
間
が
必
要
に

な
り
ま
す
の
で
早
め
に
テ
ー
マ
設
定
を
し
た
い
と
思
い
ま

す
。現
在
候
補
に
挙
が
っ
て
い
る
の
は「
徳
島
花
紀
行
」「
徳

島
の
四
季
」「
徳
島
道
物
語
」
な
ど
な
ど
で
す
。
斬
新
で
意

欲
的
な
ア
イ
デ
ア
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

次次次年年年度度度県県県民民民文文文化化化祭祭祭参参参加加加事事事業業業ととと「「「徳徳徳島島島ペペペンンンクククラララブブブ選選選集集集
pppaaarrrttt333888」」」特特特集集集のののテテテーーーマママををを募募募集集集しししててていいいままますすす

恒例の秋のイベントは「徳島の歴史的建造物の魅力」恒例の秋のイベントは「徳島の歴史的建造物の魅力」
■令和元年10月13日㈰、14日㈪ ■徳島県立文学書道館1Ｆギャラリー

昨年の田中富雄展 展示風景

県 民 文 化 祭 の 案 内
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会
員
の
短
信

リ
レ
ーエ

ッ
セ
ー

リ
レ
ーエ

ッ
セ
ー

リ
レ
ーエ

ッ
セ
ー

「
前
奏
曲
」
出
版
祝
賀
会

徳
島
県
出
身
の
詩
人
・
野
上
彰
を
顕
彰
す
る
詩
集
の
出
版
記
念
祝
賀
会
が
7

月
20
日
、
阿
波
観
光
ホ
テ
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
野
上
の
ご
子
息
5
人
を
は
じ

め
、
県
内
文
化
関
係
者
1
1
0
人
が
出
席
、
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

「
阿
波
木
偶
ま
わ
し
保
存
会
」
国
立
劇
場
で
公
演

7
月
28
日
、
民
俗
芸
能
公
演
「
祝
福
芸
」
に
出
演
。

辻
本
一
英
さ
ん
が
解
説
し
、
保
存
会
の
方
た
ち
が
三
番
叟
ま
わ
し
、
箱
廻
し

芸
を
披
露
し
観
客
の
喝
采
を
あ
び
ま
し
た
。

渡
辺
惠
子
さ
ん

第
10
回
「
あ
な
た
の
お
い
し
い
記
憶
」
エ
ッ
セ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
で
読
売
新
聞

社
賞
（
主
催
・
読
売
新
聞
、
中
央
公
論
新
社
）
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

坂
東
正
章
さ
ん

「
坂
東
ハ
ー
ト
奨
学
金
」
創
設
。

進
学
の
夢
を
つ
ぶ
さ
れ
そ
う
な
若
い
人
を
援
助
し
た
い
。
自
分
の
人
生
を
切

り
開
い
て
い
く
手
伝
い
が
し
た
い
と
の
思
い
か
ら
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

第
一
回
ま
ち
か
ど
朗
読
会
に
参
加

し
た
。
主
催
と
な
る
入
会
し
た
て
の

徳
島
ペ
ン
ク
ラ
ブ
で
執
筆
実
績
は
な

く
、
共
催
い
た
だ
い
た
二
つ
の
朗
読

サ
ロ
ン
に
所
属
し
て
い
る
わ
け
で
も

な
い
。
た
だ
、
最
高
の
読
み

手
に
よ
る
最
高
の
作
品
を
味

わ
い
た
か
っ
た
だ
け
で
あ

る
。
還
暦
を
迎
え
た
ば
か
り

の
今
は
文
学
に
注
力
し
て
い

る
が
、
三
十
七
年
前
、
渋
谷

で
の
学
生
時
代
は
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
を
志
し
発
声
訓
練
に
明

け
暮
れ
た
。
大
学
の
大
先
輩

に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
山
川
静
夫
や
、

独
特
の
節
回
し
の
小
林
完
吾

な
ど
が
い
た
。
当
時
日
本
テ
レ
ビ
の

採
用
面
接
で
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
櫻
井

よ
し
こ
氏
の
前
で
天
気
予
報
を
読

み
、
こ
の
業
界
に
見
切
り
を
つ
け
た

苦
い
思
い
出
も
あ
る
。
す
で
に
絶
版

の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
新
ア
ナ
ウ
ン
ス
読
本
を
教

う
い
ろ
う
う
り

材
に
、
外
郎
売
の
早
口
こ
と
ば
や
ニ

ュ
ー
ス
原
稿
読
み
を
経
て
標
準
語
の

ア
ク
セ
ン
ト
に
自
分
の
口
を
馴
ら
し

た
こ
と
が
、
今
回
の
朗
読
で
呼
び
覚

ま
さ
れ
た
。

さ
て
朗
読
会
で
あ
る
。
選
ば
れ
た

十
七
編
の
作
品
と
し
て
の
質
の
高
さ

は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
そ
の
朗
読

技
術
の
高
さ
に
心
を
奪
わ
れ
た
。
阿

じ

波
の
方
言
か
ら
成
る
会
話
文
と
地
の

文
を
音
で
聞
き
、
そ
の
精
緻
な
対
峙

に
十
数
年
離
れ
疎
遠
と
な
っ
た
こ
の

地
の
底
力
を
感
じ
た
。
ゆ
っ
く
り
す

ぎ
る
読
み
は
、
高
齢
の
参
加
者
を
思

っ
て
の
こ
と
だ
ろ
う
。
鼻
濁

音
の
な
い
土
地
柄
な
の
で
、

耳
に
残
る
「
が
」
や
徳
島
の

「
く
」
は
地
方
色
や
趣
と
捉

え
た
。「
ぜ
」
が
「
じ
ぇ
」

に
な
る
一
部
の
方
は
ご
愛
敬

で
あ
る
。

当
日
、
頼
ま
れ
た
録
音
つ

い
で
に
、
全
作
品
と
読
み
手

に
点
数
を
付
け
て
み
た
。
総

合
一
位
は
計
っ
た
よ
う
に

「
最
後
の
葉
っ
ぱ
」、随
筆
大
賞
の
作

品
で
あ
る
。
渡
辺
さ
ん
の
造
影
的
で

琴
線
に
触
れ
る
心
情
描
写
に
、
水
田

さ
ん
の
落
ち
着
き
の
名
調
子
が
生
き

る
。
最
前
列
な
の
に
祖
母
と
私
と
ナ

レ
ー
シ
ョ
ン
、
三
人
の
演
者
が
見
え

た
。
声
に
出
す
こ
と
で
作
品
は
動
く

と
い
う
。
第
一
回
が
今
な
の
を
感
謝

し
た
い
。

（
坂
井

陽
）

野
上
彰
詩
集
「
前
奏
曲
」

四
六
判
上
製
、
1
8
4
頁
。

Ｃ
Ｄ
付
き

左
右
社
発
行

猪
熊
弦
一
郎
装
画

生
前
唯
一
刊
行
詩
集
の
復
刻

出
水
康
生
さ
ん
「
戦
国
天
下
人

三
好
長
慶
を
語
る
」

Ｂ
5
判
、
2
5
4
頁
。

㈱
イ
シ
ダ
測
機

三
好
長
慶
会
結
成
20
周
年
記
念
誌

朗読と作品朗読と作品
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文

学

旅

行

１０
月

３１
日
（
木
）

文

学

旅

行

１０
月

３１
日
（
木
）

宝
塚
大
劇
場
と
手
塚
治
虫
記
念
館

今
年
の
ペ
ン
ク
ラ
ブ
文
学
旅
行
は
、
秋
た
け
な
わ
の
10
月
31
日
（
木
）、比
較

的
近
場
の
兵
庫
県
宝
塚
市
を
訪
ね
る
。

宝
塚
と
い
え
ば
、
誰
し
も
タ
カ
ラ
ジ
ェ
ン
ヌ
に
よ
る
あ
の
豪
華
絢
爛
の
舞
台

を
思
い
浮
か
べ
る
だ
ろ
う
。
そ
う
、
今
回
は
そ
の
宝
塚
大
劇
場
で
の
観
劇
と
劇

場
に
隣
接
す
る
ア
ニ
メ
・
マ
ン
ガ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
宝
塚
市
立
手
塚
治
虫
記
念

館
の
二
つ
が
目
玉
企
画
。

大
劇
場
の
公
演
は
月
組
で
、
演
目
は
日
本
―
オ
ー
ス
ト
リ
ア
友
好
1
5
0

周
年
記
念
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
『
Ｉ

Ａ
Ｍ

Ｆ
Ｒ
Ｏ
Ｍ

Ａ
Ｕ
Ｓ
Ｔ
Ｒ
Ｉ
Ａ
―

ふ
る
さ
と

し
ら

故
郷
は
甘
き
調
ベ
―
』。な
ん
だ
か
甘
い
ム
ー
ド
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
が
楽
し
め

そ
う
だ
。

手
塚
治
虫
記
念
館
は
、
宝
塚
市
で
5
〜
24
歳
ま
で
を
過
ご
し
た
彼
の
生
涯
を

称
え
て
1
9
9
4
年
に
設
立
さ
れ
た
。
外
観
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
古
城
を
イ
メ

ー
ジ
し
て
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
て
い
る
。
館
内
で
は
手
塚
マ
ン
ガ
の
1
ペ
ー
ジ
を
再

現
し
た
空
間
で
、
彼
の
数
々
の
作
品
を
見
た
り
、
実
際
に
作
品
作
り
の
体
験
も

で
き
る
と
い
う
。

行
程
は
、
徳
島
駅
前
ホ
テ
ル
サ
ン
ル
ー
ト
横
を
午
前
8
時
、
阿
波
交
通
㈱
の

貸
切
バ
ス
で
出
発
。
途
中
、
松
茂
と
く
と
く
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
立
ち
寄
り
（
乗
降

可
）、淡
路
Ｓ
Ａ
で
ト
イ
レ
休
憩
（
復
路
も
）
の
後
、
宝
塚
大
劇
場
へ
直
行
。
午

前
11
時
開
演
の
月
組
公
演
を
観
劇
（
劇
場
内
弁
当
昼
食
）。終
演
の
あ
と
、
徒
歩

で
手
塚
治
虫
記
念
館
へ
。
同
館
で
1
時
間
ほ
ど
見
学
の
あ
と
帰
路
に
つ
く
。
松

茂
と
く
と
く
タ
ー
ミ
ナ
ル
午
後
6
時
45
分
、
徳
島
駅
前
帰
着
午
後
7
時
ご
ろ
の

予
定
。

会
費
は
1
8
、
0
0
0
円
（
観
劇
Ｓ
席
・
入
館
料
・
弁
当
代
含
む
）。当
日
バ

ス
の
中
で
集
金
し
ま
す
。
参
加
申
し
込
み
は
、
同
封
の
は
が
き
に
所
定
の
事
項

を
書
き
込
み
、
10
月
18
日
ま
で
に
投
函
し
て
く
だ
さ
い
。
先
着
30
人
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
旅
行
担
当
の
田
上
倉
平
（
0
8
8
・
6
6
8
・
3
5
6

3
、
携
帯
電
話
0
9
0
・
1
3
2
8
・
1
2
5
3
）
ま
で
。

ペ
ン
ク
ラ
ブ
選
集
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
37

作
品
提
出
の
お
願
い

○
特
集
及
び
一
般
作
品

＊
特
集
作
品

「
徳
島
の
歴
史
的
建
造
物
の
魅
力
」
に
関
連
し
た
作
品

＊
一
般
作
品
…
…
…
特
集
以
外
の
作
品
（
従
来
ど
お
り
）

○
作
品
原
稿

見
開
き
2
ペ
ー
ジ
2
0
0
0
字
を
基
本
と
し
て
偶
数
ペ
ー
ジ

○
掲
載
負
担
金

見
開
き
2
ペ
ー
ジ
7
0
0
0
円
（
追
加
1
ペ
ー
ジ
2
0
0
0
円
）

○
原
稿
の
締
切
と
送
付
先

一
般
作
品
…
…
…
9
月
30
日

特
集
作
品
…
…
…
10
月
25
日

〒
7
7
1
1
2
7
3

板
野
郡
藍
住
町
勝
瑞
字
正
喜
地
九
三
の
一
〇

上
窪
則
子
宛

電
話
（
携
帯
）
0
8
0
・
5
6
6
5
・
5
2
4
7

メ
ー
ル

norikok@
m
xi.netw

ave.or.jp

お
知
り
合
い
の
方
で
徳
島
ペ
ン
ク
ラ
ブ
に
興
味
を
お
持
ち
の
方
を
ご
紹

介
く
だ
さ
い
。

梅
雨
明
け
と
同
時
に
猛
暑
に
襲
わ
れ
た
日
本
列
島
。
県
内

で
も
多
く
の
熱
中
症
患
者
が
出
ま
し
た
。
気
候
変
動
の
激
し

く
な
っ
た
昨
今
、
皆
様
方
も
ご
自
愛
く
だ
さ
い
。

会
員
の
方
々
の
活
躍
ぶ
り
が
伝
え
ら
れ
て
き
ま
す
。
刺
激

を
受
け
て
、
お
互
い
に
文
芸
活
動
に
ま
す
ま
す
励
み
た
い
も

の
で
す
。

記
後

集
編

徳
島
ペ
ン
ク
ラ
ブ
新
入
会
員
募
集
し
て
い
ま
す

徳
島
ペ
ン
ク
ラ
ブ
新
入
会
員
募
集
し
て
い
ま
す
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